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サルコペニア発症における
局所・全身性メカニズムとその制御
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大阪大学 微生物病研究所 谷口記念講堂

高齢化が世界的に急速に進むなか、加齢にともなう筋量・筋機能の低下で
あるサルコペニアが深刻な社会問題となっている。健康寿命の延伸には、
筋老化を抑制し、生涯にわたり骨格筋の機能を健常に維持することが重要
である。しかし、サルコペニアの発症には骨格筋自体の加齢変化に加え、
全身性の老化が複雑に関与するため、その分子機序にはいまだ不明な点
が多い。我々は、サルコペニアの発症機序を解明するうえで、骨格筋の毛
細血管が果たす役割に着目してきた。筋線維を網目状に取り囲む毛細血
管が、単なる微小循環の機能にとどまらず、細胞非接触型のNotchシグナ

ルを介して骨格筋の可塑性を能動的に制御することを明らかにした。さらに、
このシグナルが、局所的な筋老化を促進するだけでなく、慢性疾患にともな
う臓器連関を介したサルコペニア発症にも関与することを見出した。本セミ
ナーでは、血管を介した筋老化の分子機構を紹介するとともに、これらの知
見に基づく新たな健康長寿戦略について議論したい。

生命機能研究科、理学研究科、医学系研究科の修士・博士課程の単位認定セミナーです

Contact︓微生物病研究所 生体統御分野 石谷 太

tel: 06-6879-8358/ mail: ishitani@biken.osaka-u.ac.jp
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